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北極圏環境研究センター 活動報告
A S T A R 2 0 0 0 航空機観測総括に関する
研究集会





















者が出席した。   (山内 恭) 
ASTAR2000 のデータ検討会（第４回 ASTAR


























現してくれたのかもしれない。    (原 圭一郎) 
N O W ワークショップ＠コペンハーゲン報告 



































の 2 名であった。ITEX の中心的な研究者である Ulf 
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陸上生態研究プロジェクト、 RiSCC （ Regional 














   研究集会 










れは平成 12 年 3～4 月に実施された ASTAR2000 が
北極域のエアロゾルと放射に主眼が置かれていたのに





今後検討すべき課題を明らかにした。    (佐藤 薫)  
 
 シベリアにおける環境変化に関する研究小集会 
 2000 年 10月 17 日、国立極地研究所において研究
小集会を開催した。     
 以下のようなプログラムにしたがって、討議が進行
した。 




























見の一致を見た。            （伊藤 一） 
 
 E I S C A T  財務委員会報告 
















2000 年の会計状況、2001 年の予算、5 ヶ年計画が提










いるが、改めて意識の差を感じた。      (佐藤 薫)  
 
 
第 5 4 および 5 5 回 E I S C A T 評議会報告 
  EISCAT レーダーの評議会は、前回のニュースレタ
ー以降、2000 年 5月 15～16日に第 54 回がスバール
























2002年 1 月以降 EISCAT が引き継ぐことになり、中
層大気の探測について EISCATレーダーを補うシステ
ムが加わる事となった。次回は 2001 年 5月にフィン
ランドで開催される予定であるが、次回からこれまで
のスウェーデンに代わり英国代表が議長を務め、日本
が副議長を引き受ける事となった。   （麻生武彦） 
 
 第 1 3 回ニーオルスン観測調整会議 
 2000 年 11 月 20～21日に、デンマーク、コペンハ
ーゲンのデンマーク極地センターで会議が開催された。
以下の議論・討論が行われた。 






























10. 次回 NySMACは 5月 3,4日にニーオルスンで、
次々回は９月最終週/10 月 2 週にポツダムで開催する
ことが決まった。  
11. その他 
12. 閉会              (伊藤  一) 
 
 I n t e r n a t i o n a l  A r c t i c  E n v i r o n m e n t  D a t a  
    D i r e c t o r y  ( A D D )会合報告 
  ADDの第 7回会合が、2000 年 6月 7日～9 日の期



















い。                                 (小達恒夫) 
                  ニーオルスン海洋実験棟  
 





るまで、実験棟の年間使用割り当て(スペース×期間)の申請を控えています。   
皆様に、ぜひ実験棟を活用して頂きたく、ここにご紹介するとともに、興味のある方は早めに北
極圏環境研究センターへ連絡していただくようにお願いします（毎年秋に次年の使用割り当ての打



































































    図１ 真夏（7月28日）の雪。 
動揺したのは人間だけなのか？ 



























































































































写真２ ソフィスキー氷河（Sofiyski Glacier） 














































































































































  平成 12年 8月 30日から 9月 10にかけて、東京大
学海洋研究所玉木教授の科学研究費補助金によりチャ
ーターされたロシアの観測船ロガチェフ(図 1)による


















































































・ Chinese Journal of Polar Science, Vol.10, No.2, 1999  Special issue on the Upper Atmospheric Physics 
   発行：Science Press, Peijing, China 
   内容：1999年６月 28日～７月１日に開催された南極カスプ領域での超高層大気物理学に関する日中共同研  
究についてのシンポジウムで発表された研究論文集（Liu Ruiyuan, 佐藤夏雄編） 
・ IASC Project Catalogue 2000  発行：The International Arcitc Science Committee 
・ IASC – PROGRESS  No.2,3 – 2000  発行：International Arctic Science Committee 
・ Russian Literature on Arctic and Antarctic Research  No.1～10, 2000  発行：EcoShelf, St. Petersburg 
内容：ロシアの北極、南極研究の文献リスト 
・ シベリアへのまなざしⅡ シベリア狩猟・牧畜民の生き残り戦略の研究 （科研費H９－11、基盤(A)(2)研究成  
   果報告書）2000年３月 発行：研究代表者 斎藤晨二（名古屋市立大学） 
・ BAHC News, No.7, May 2000 
   発行：Biospheric Aspects of the Hydrological Cycle, A Core Project of the International Geosphere 
–Biosphere Programme (IGBP)





   内容：国際北極航海計画（INSROP）で得られた成果を中心に、北極海における実船航海試験の結果等をと 
りまとめたもの 
・ Polar Pilot Issue, No.2, 2000  発行：Russian Geographic Society, Russia 
内容：ロシアにおける極域研究活動報告 
・ Research on Anthropogenic Impacts in the Russian Arctic: Review and Bibliography, Guide to Russian 
      Arctic Science, 2000 
   発行：Arctic Centre, Univ. of Lapland, Finland 
内容：ロシアの北極における人間活動のインパクトに関する研究の概要と文献リスト 
刊行物案内 




































ドレス directory@arctic.nipr.ac.jpへお願いします。      




    日本、つくば; 2001年 3月 7-9日     http://atm.geo.tsukuba.ac.jp/~wadati/ 
・International Glaciological Society, 4th International Symposium on Remote Sensing in Glaciology 
    アメリカ、Maryland、College Park; 2001年 6月 4-8日 
    Contact: Dr Jin S Chung     E-mail: jschung@isope.org 
    ISOPE,  P. O. Box 189, Cupertino, California 95015-0189, USA 
・10th International EISCAT Workshop 
    日本、東京; 2001年 7月 23-27日 http://www.eiscat.nipr.ac.jp/ 
・International Glaciological Society, International Symposium on Ice Cores and Climate 
    グリーンランド、 Kangerlussuaq; 2001年 8月 19-23日 
    Contact: Secretary General, International Glaciological Society, Lensfield Road, Cambridge CB2 1ER, UK 
    E-mail: Int.Glaciol.Soc@compuserve.com 
・Bering Sea Summit 2001 
    アメリカ、Anchorage、Alaska; 2001年 10月 1-5日 
    Contact: Suzanne Marcy, E-Mail: marcy.suzanne@epa.gov 
    National Center for Environmental Assessment,  U.S. Environmental Protection Agency (EPA)   
★IASCのホームページ (http://www.iasc.no/) の SAM(Survey of Arctic Meetings) もご参照ください。 
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電話：03-3962-4806  FAX：03-3962-5719 




ロングイヤービン発：毎週月曜日 15:30 毎週木曜日 9:45 
運行スケジュールの詳細については当センターにお問い合わせ下さい。 
・航空運賃は往復NOK2560（NOKはノルウェークローネ）。チャーター便の利用料はNOK22000。 
・手荷物料金は一人当たり 20kgまで無料。20kg以上の場合はNOK26/kgの追加料金が必要。 
・運賃および手荷物料金はニーオルスンのキングスベイ社（KBKC）にお支払いください（なお、別
便にて日本から発送された観測機材等も通常は定期便でニーオルスンまで輸送されます。この輸送料
につきましてもKBKCにお支払いください）。 
ニーオルスンにおける調査・研究のために上記フライトを利用される場合は、基地利用申し込みと合
せて基地運営委員会宛ご連絡ください。 
ニーオルスン定常観測データ
2000年ニーオールスン基地
での地上気象データ。太線は
月平均値、細線は標準偏差の
幅を表す。気圧は冬に低く変
動も大きい傾向がある。特に
2000年１～３月はそれが顕
著で、低温、かつ、大きな温
度変動を伴っている。風は平
均としてはさほど強くない
が、冬季には南東の風、夏季
には北西の風が卓越する。
